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 自然環境に調和した美しいランドスケープの創造・創出の考え方（試案） 

 

■空間（ランドスケープ）のスケールによって検討内容が異なる 

 ①大スケールのランドスケープ（都道府県レベル）→平面的検討 

  ・例えば、流域圏を区切る分水嶺（山地、丘陵）の連なりなど 

 

  ②中スケールのランドスケープ（市町村レベル） 
         →平面的（地形分類図等）＋立面（立体）的（景観構造分類）検討 

    ・例えば、成因論的地形分類による土地条件（台地、低地など）＋地形の起伏等による景観構造
から導かれる場所性（山の辺、崖線） 

 

 ③小スケールのランドスケープ（地区レベル）→立面的・立体的検討 

  ・例えば、ビューポイントからの眺め（土地利用、施設配置、など） 

 

■ランドスケープの構造を尊重した土地利用計画 

 ①地形分類（成因論的地形分類）への配慮 

   ・地形分類は地域の景観の基調（水田景観中心、畑作景観中心など）を規定する 
   A.平野 
   ○低地 

    ・三角州性、・扇状地性、・自然堤防 

   ○台地 

    ・上位～下位                            （崖線）、（谷津） 
   ○丘陵地 

    ・大起伏～小起伏                       （谷戸） 
   B.山麓地 
   ○扇状地                                   （山の辺） 
  C.火山地 
   ○火山裾野 

   ○火山斜面 

  D.山地 
   ○大起伏～小起伏山地 

 

 ②景観構造（分類）への配慮 

   ・ランドスケープの空間的な構造（大きな地形の構造で規定される）による分類 
    ○樋口（「景観の構造」1975）の分類 
    ・「境界の諸要素」、「焦点・中心・目標の諸要素」、「方向の諸要素」の組み合わせに基

づく分類 
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   ○樋口（「日本の景観」1981）の分類 
    ・谷（山の辺＋水の辺）、盆地（山の辺、山の辺＋水の辺、平地、平地＋水の辺）、平野（山

の辺）、山の辺＋水の辺、平地、平地＋水の辺 

   ○政策科学研究所（「居住地環境と自然保全意識との相関に関する研究調査報告書」1981）の

分類 

    ・通景（ビスタ）、囲繞景（中近景）、囲繞景（遠景）、水平景 

 

 ③小スケール（地区レベル）での場所性と空間的収まりへの配慮 

      ・視点場と対象（土地利用やミクロな地形）の関係で規定される 

 
図-1 周辺の空間的・景観的構造の把握 



 

図-2 景観機能の検討 

 

眺望対象の把握 

 

眺望対象の把握 

図-3 眺望対象の把握 

 

地形や河川による方向性 

大木によるシンボル効果 

（ランドマーク） 

囲みによる安心感 



 

 

 

ビューポイントからの計画対象地の見られ方の把握 

図-4 外部からの計画対象地の見られ方の把握 

 

出典・農業土木学会編 平成16年度「計画基準作成調査（農村環境整備）」報告書 2005（平成17）年3月 

 

■施策への展開 

  ○例えば、都道府県や市町村レベルでこうした条件を表示した「ランドスケープ基本マップ」を作
成し、こうした認識を普及させるとともに、景観計画策定時における基礎資料とすることが考え

られる。 

 








